













カパ Tsongkha pa Blo bzang grags pa (1357-1419) は、 この問題に
鋭い分析力をもって取り組んだ中観思想家の一人である。
ツオンカパが明確に自らの中観思想を展開し始めたのは、 『菩提道次第
論広本J (Lam rim chen mo， 略号 LR) からと考えられる。 中でも
「毘鉢奪那 (vipasana) 章j における 「無言性J論証に関する彼の記述
は、非常に興味深いものである。しかし、 LRにおげるこの「無自性J論
証に関するツオンカパの論述は、 後の著作 f善説心髄Jl (Legs bshad 






















者は、「無垢の正理J(rigs pa dri ma med pa)、f勝れた正理J(rigs pa 
dam pa， 392b5)、或いは「中観滋、或いは中観論者の正理J(dbu ma 
pa'i rigs pa， 364a5， 409b4) と称されるもので、 仏教内外の実在論者
(bhava-v亙din，vastu-vadin， dngos por smra ba) 並びに中観昌立諒
(Sv亙tantrika-Madhyamaka) 2) が捨定する実体的な存在を否定する論理






成立するか否かを考察するものである。(以下においては、 “rigs pa" と
いう表現の中に“rigsshes"という表現も含まれる。〉
gcig tha dad dpyod pa'i rigs pa (ある二つのの対象が[勝義とし




mthar thug dpyod pa'i rigs pa (究極、 期ち勝義を考察する)
(363bl) 
tshul bzhin du dpyod pa'i rigs pa (対象を如理に考察する) (364 
a2-3， 376b6， 404a2) 
'thad pas bsgrub pa'i rigs pa (合理によって証明される正理)
(466al) 
de nyid日aJdpyod pa'i rigs pa (真実を考察する) (347b3， 363 
b3， 366a2， 366a3， 380b2) 
de kho na la dpyod pa'i rigs pa (1/) (364b2， 365a4) 
de kho na nyid la dpyod pa'i rigs pa (グ) (363bl， 363b3-4， 
366a6， 376b6， 380b4， 404a4) 
de kho na nyid du grub pa ma grub dpyod pa'i rigs pa (対象が
真実として成立するか杏かを考察する) (347bl) 
don dam gtan laもebspa'i rigs pa (勝義を決択する) (367a5， 
367a6) 
rang gi ngo bos grub pa yin min rigs pas dpyod (対象が自体に
よって成立するか否かを考察する) (378a2) 
rang bzhin yod med dpyod pa'i rigs pa (対象に吉性が有るか否
かを考察する) (364b2， 364b3-4， 364b5， 364b6， 365a2， 374a6， 
378a5-6， 399b3， 409al-2， 434b6， 438a6， 448a6， 448b3) 
rang bzhin yod med tshul bzhin [duJ dpyod pa'i rigs pa (対象
に自性が有るか否かを如理考察する) (376b6， 377b3， 377b4， 377 
b6， 412b2) 
yin tshul dpyod pa'i rigs pa (対象の[真実としての]あり方を考
察する) (400a3， 404a4， 434a3， 444a2) 
tshul bzhin du dpyod pa'i rigs pa (対象を如理に考察する) (363 
bl， 364a3-4， 404a2) 
rang bzhin yod med tshol ba'i rigs pa (対象に自性が宥るか否か
を探る) (367al-2， 438a5， 448a4-5， 449a3， 453bl， 453b6) 





354bl-2， 354b4， 354b6， 355al， 357a2， 376bl， 410a3) 
rang bzhin yod pa‘gog pa'i rihs pa (対象に自性が宥ることを否
定する) (363a3-4， 460b5) 
rang gi ngo bos grub pa 'gog pa'i rigs pa (自体によって成立す
るものを否定する) (356al) 
bdag skye‘gog pa'i rigs pa (自らょっ生じることを否定する)
(457al) 








ngs pa十dpyod[kyis] [miJ bzod (正理による考察に而すえる或いは耐
えない) (347b3， 347b4， 363a5， 363bl-2， 363b2， 363b3， 363b6， 
365al， 378a3， 378a6， 380b2-3， 380b4， 404a4， 412b6， 418b4， 444 
a2-3， 444a3) 





ngs pa十(maor mi) rnyed pa (363b4， 363b6， 364al， 364a2， 364 
a3， 364a3-4， 364a5， 364b3， 364b5， 364b6， 365a2， 366al， 378a2， 
378a3， 378a4， 400a3， 438a2， 438a6， 438bl-2， 445b6， 453bl， 453 




rigs pa + [miJ‘grub pa (363b6-364a1， 364a1， 374a6， 377b6， 409 
a2， 409a3， 434b6， 438a6， 448a4， 453b1) 
ngs pa十grubpa (364a1， 377b5) 
rigs pa+'jog pa (412b2， 438al-2) 
3)対象が正理によって証明(=論証)・決択(=決定)される
ngs pa十bsgrubpa (391b6， 392b6， 408b4) 
rigs pa +nges pa (412a5， 448a3) 
rigs pa + gtan la 'bebs pa (353b6， 460b5) 
4)対象が正理によって否定される (i正理によって否定されるjとは、対
象が勝義として、或いは真実として成立しないことを意味する。)
rigs pa+‘gegs pa (bkag pa， dgag pa) ('gegs pa: 356al-2， bkag 
pa: 349b4， 353a4， 357a2， 362b3， 363a5， 367a2， 416a2， 449b4， 
479b6， dgag pa: 354b4， 357a4， 364b4， 365b4， 376a2， 379a3， 380 
a3， 392b6-393a1， 426a5， 448b3， 449b1， 457a1) 
rigs pa'i dgag bya (391a4， 391a6， 410a3， 450b3， 467a2) 
rigs pa +phar la bkag pa (410a3) 
rigs pa + [mi or maJ khegs pa (347b1， 363b2， 363b6， 364a1， 364 
a2， 364a4-5， 365a5， 366a1， 378a3， 379b5， 409a3， 416b4， 438a6， 
448a6， 449a4， 453bl， 457a1) 
rigs pa +phar la mi khegs (365a5) 
ngs pa十[mi]‘gogpa (348a6， 354b4， 354b6-355al， 355al， 357 
a2， 363a3-4， 363b3， 364a3， 365b4， 366a2， 366a3， 367al， 367b4， 
375a6， 379a5， 379b4， 379b5， 380a4， 381a4， 382b5， 383b4， 383 
b6， 393a1， 412b6， 454a1) 
rigs pa + [mi] gnod pa (363b2， 364b5， 367a5， 376a3， 376a3-4， 
377b4， 377b5， 377b6) 
rigs pa + gnod pa [mi] 'bab pa (376b6， 377b3) 
rigs pa + gnod byed (445b6) 





ngs pa十sun'byin pa (363a5， 367a6， 367b6， 379a5， 380a3， 393a2， 
471a4) 
rigs pa +sel (412b5， 412b5-6) 
ngs pa十rnambcad pa (448bl) 





であるが、 その《詩有〉を設定するものは、《諦執) (bden [yod parJ 
'dzin [paJ) と呼ばれる執着である。この《諦執〉は、色・声等の諸存在
に対して自己同一的な実体性を不当に付与 ( =<<増益め する無明
(avidya， ma rig pa)のことである 4)。では、この無明(ニ《諦執))とは
如何なるものであろうか。 5)
ツォンカパにおいては、無明は i<無染汚〉の無明Jと i<有染汚〉の無
明」 とに分けられる。 前者は、 煩悩の種子ではないところの習気であ
りY 知に顕現 (snang[baJ) が生じる原国であるところの7) i所知障J
(jneya -avara手a，sh缶詰ya'isgrib pa)であるP 後者は、いわゆる三毒と
呼ばれるものの一つである「愚痴J(moha， gti mug) と同義でり、め煩悩
の種子としての習気であると考えられる。また、この i<有染汚〉の無明J
は「生来(=<<倶生)) (lhan skyes) の無明」と「後天的(= <<遍計))
(kun brtags)な無明」との二種類に分けられる。 10)i<逼計〉の無明J，土、
仏教徒あるいは非仏教徒の学説論者 (grub mtha' smra ba) にのみ有る
もので、 この無明によって誤って構想されたものとしては、常住、唯一、
主宰的なアートマン、空関的に無部分な極徴(=所取〉と時間的に分割き
れない知 (=詑取) のない自己認識 (=自証知)、 根本原困 (=pra・
占lana)、自在天(=isvara) 等が挙げられる。 11) 一方、 i(倶生〉の無明J
i土、 12) 十二支援起の第一支の無明のことであり、∞ 「煩f道産J (klesa 




である。∞更に、 この r<倶生〉の無明」は二我執、即ち人我執 (gang
zag gi bdag 'dzin = gang zag la bden 'dzin) と詮我執 (choskyi bdag ， 




























































ツオンカパは (A) i対象が正理による考察に耐えないJ (rigs pas 
dpyad mi bzod pa) とiま (B)i対象が正理によっては得られないJ(rigs 
pas ma rnyed pa)のことであるとする。 19)更に、役は後者を (C)i対象







範匿の内にあり、 そしてそれは正理によって損なわれるもの (rigs pas 








えられず、 正理によって損なわれる (=否定される) こともないのもの
は、さらに f通常の言説知J(tha snyad pa'i tshad ma)或いは「言説の
量J(tha snyad pa'i tshad ma)、 即ち迷乱を生じきせる一時的な原国に
よって汚されていない明噺な感官知 ('p註ralgyi‘phrul ryus ma bslad 
pa'i dbang po gsal ba'i shes pa) によって措定きれるものと、 そうでな
いものの二種類に分けられる。前者は、 しばしば“おam" という語を付
して、たとえば「単に存在するもの、《唯喜)J (yod pa tsam) 23) や「単




























ものとなってしまうであろう。」お) これは、 上記の三概念 (A)'， (B)'， 
(C) ，を同義と見なすことより論理的に当然予想される反論と考えられる。
ツオンカパがこのような対論者からの反論を想定し、それに対して明確な






(bden med) が正理知によって得られるから、再度 (slar)[それが]真実とし
て有るか否かが検討されるならば、 [その芽等が] 真実として存在しないこと
は、[正理知によっては]得られない (mirnyed)。しかし、それ{ニその芽等
































































ppers [1989]， p. 55-56参黒。
2) spyir ni dngos po marns la don darn par rang bzhin yod par 'dod pa'i 
dngos por srnra ba dang tha snyad du de dag (421a) la ran gi rntshan nyid 
kyis grub pa'i rang bzhin yod par 'dod pa'i rang rgyud pa gnyis ka yin 
??? ?
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3) ツオンカパによれば、 否定対象 (dgag bya) に実践的修行によるもの
(lam gyi dgag bya) と正理によるもの (rigspa'i dgag bya) があり、後
者がより重要で、あるとされる。 (LR.391a4-b4) 
4) phyi nang gi chos rnams rang gi mtshan nyid kyis grub par 'dzin pa'i rang 
bzhin sgro 'dogs pa'i blo ni &dir ma rig pa ste .…・/(LR. pa. 393bl-2) 
訳) [感覚器官の]内外の諸法が岳相によって成立すると捉える、 [即ち] 自
性を〈増益〉する知は、ここにおいては無明であり、.
5) ツオンカパにおける f無明jに関しては、森山 [1994J参照。
6) 習気に辻、 以下に示きれるように、 煩悩の謹子であるものとそうでないも
のの二種類があり、後者が「所知障jであるとされることより、前者は f頭
悩障jと考えられる。
nyon mongs kyi sa bon la bag chags su bzhag pa (ma. 121a) cig dang / 
nyon mongs kyi sa bon ma yin pa'i bag chags gnyis las shes sgrib tu 'jog 
pa ni phyi ma ste / ... (GR. ma. 120b6-121a1) 
訳)煩悩の蓮子が習気として設定されるものと煩悩の種子ではない習気の
二つがある中、 所知障は後者 (=領'諮の種子ではない習気) であっ
て、
7) nyon mongs pa'i bag chags rnams shes sgrib yin te / de'i 'bras bu gnyis 




8) '0 na 'di pa'i lugs la shes sgrib gang la byed snyam na / shes sgrib ni thog 
ma med pa nas rang bzhin yod par zhen pa'i dngos po la mngon par zhen 
pa'i sgro byed kyis sems rgyud la bag chags brtan (463a) par bzhag pa'i 
bag chags kyi dbang gis rang bzhin med bshin du rang bzhin yod par snang 






9) 'jug grellas kyang / 'dis sems can rnams ji ltar gnas pa'i dngos po lta ba 
la rmongs par byed pas na gti mug ste ma rig pa dngos po'i rang gi ngo 
???
108 ツォンカパにおける無自性論証と正理(西津谷)
bo yod pa rna yin pa sgro 'dogs par byed pa rang bzhin rnthong ba la sgrib 






de ltar gsungs pa'i gti rnug ni dug gsurn gyi ya gyal gyi gti rnug ngos 
'dzin pa'i skabs yin pas / nyon rnongs can (90a) gyi rna rig pa yin 





de yang grub rntha' srnra bas 'phral du kun brtags pa'i bden grub dang / 
bden 'dzin ngos zin pa tsarn gyis rni chog pa'i phyir /註lOgrna rned pa nas 
rjes su zhugs pa / grub rnthas blo bsgyur rna bsgyur gnyis ga la yod pa' 
i lhan skyes kyi bden 'dzin dang / des bzung ba'i bden grub legs par ngos 








11) de la rang gzhan gyi sde pa dngos por srnra ba rnarns kyi 'dod pa thun 
rnong rna yin pas kun brtags pa'i gzung 'dzin cha rned dang bdag dang 
gtso bo dang dbang phyug pa rnarns ni de dag gis rnarn par 'jog pa na . 







sngar bshad pa'i rning gi tha snyad kyi dbang tsarn kyis bzhag pa rnin 
pa'i yod par ' dzin pa ni / bden pa dang don darn par dang yang dag tu 
??? ?
ツォンカパにおける無自性論証と正還(四津谷) 109 
grub pa dang / rang gi ngo bos dang rang gi mtshan nyid kyis dang rang 
bzhin gyis yod par 'dzin pa lhan skyes yin la /…・ (GR.ma. 88al-2) 
訳)蔀述の名称という言説によってのみ設定されたのではない荏在であると
執着することは、 [1]諦、【2]勝義として、そして【3]真実として成立す





dbu ma rang rgyud pa rnams bden pa sogs gsum du grub pa shes bya 
la mi srid par bzhed kyang / rang gi ngo bos grub pa sogs gsum ni tha 




13) de ltar dgag bya 'dzin pa'i log rtog mthar gtugs pa ni yan lag bcu gnyis 




14) de ltar na srid pa'i yang lag gis yongs su bsdus pa nyon mongs pa can 
gyi ma rig pa'i dbang gis kun rdzob kyi bden pa rnam par bzhag go shes 
rten 'brel bcu gnyis kyi yang lag dang por bshad pas nyon mongs yin gyi 





15) L までは、 f無明j と「有身見j のいずれが輪廻の根本であるかが問題と
されている。
de ltar ma rig pa 'khor ba'i rtsa ba yin na / 'jug pa dang tshig gsal du ' 
jig lta 'khor ba'i rsta bar bshad pa mi 'thad de gtso bo'i rgyu gnyis med 
pa'i phyir ro zhe na /…・ (LR.pa. 394al-2) 




cf. RGでは f有身見Jが輪廻の謀本であり (RG. ba.. 186a目、あらゆる煩
- 184 -
110 ツォンカパにおける無自性論証と正理(四津谷)
悩の根本とも述べられている。 (RG.ba. 190a3) 
それに対するツオンカパの答えは、「無暁」はー毅的な総称であっ「有身
見」はその中の特殊なものであるから、[そこに]矛盾は無いとする。
des na yan lag bcu (pa. 394b) gnyis kyi dang po'i ma rig pa 'di 'khor 
ba'i rtsa ba yin pa la 'jig lta yang 'khor ba'i rtsa ba yin par bshad pa ni 
ma rig pa spyi dang 'jig lta bye brag yin pas 'gal ba med do 1 (LR. pa. 
394a6-b1) 
訳)それ故に、 十二支の第一支のこの「無明j は輪廻の根本であり、 「有身
見」 も輪廻の根本で、あると説明するのは、無明が一般的なものであり、有
身晃が特殊なものであるから矛j書誌無いのである。
16) de ni bdag tu sgro 'dogs pa yin la de yang chos kyi bdag tu sgro 'dogs 
pa dang gang zag gi bdag tu sgro 'dogs pa gnyis yin pas chos kyi bdag ， 






chos kyi bdag 'dzin de las gang zag gi bdag 'dzin gyi ma rig pa 'byung 
bas 1 de Ias bcu gnyis 'byung bar bshad do 11 (GR. ma. 89る1-2)
訳)その法我執より、人我執の無明が生じるのであるから、それ(=法我執)
よワ十二縁起が生じると説明されるのである。
17) gang zag gi bdag 'gog pa'i rigs pa'i gtso bo ni (108b) 'jug pa las 1 de ni 
de nyid du'am 'jig rt郎氏1rnam pa bdun gyis 'grub pa 'gyur min mod 
kyi 1 rnam dpayd med par 'jig rten nyid las ni 1 rang gi yan lag brten 
nas 'dogs pa yin 1 zhes shing rta rang gi yan lag dang [1] gcig dang [2] 
tha dad dang 【3]ldan pa dang 【4、5]phan tshun brten pa'i tshul gnyis 
dang [6] tshogs tsam dang [7] tshogs pa'i byibs士ebdun du btsal bas mi 
rnyed kyang rang gi yan lag la brten nas btags pa'i btags yod du 'jog pa 
bzhin du gang zag kyang 'jog par gsungs la 1 de nyid zab mo'i lta ba bde 
blag tu rnyed pa'i thabs su gsungs pas de'i rigs pa rnams ni gang zag gi 
















たい。 (LR.pa. 441al-453a2) 
18) de'i phyir rigs pa rnams kyang bdag gnyis 'gog pa 'du zhing 1 'jug pa las 
de kho na nyid gtan la debs pa'i rigs pa gsungs pa rnams 'grel par bdag 
med gnyis gtan la (108a) 'bebs par bsdus pa'i skabs su mtha' bzhi'i skye 
ba 'gog pa'i rigs pa rnams kyis chos kyi bdag med bstan par gsungs 
shing I sa bcu ba'i mdo las mnyam pa nyid bcus sa drug pa la 'jug par 
gsungs pa'i chos thams cad skye ba med par mnyam pa nyid kho na rigs 
pas bstan pas 1 chos mnyam pa nyid gzhan bstan sla bar dgongs te slob 
dpon gyis dang por I bdag las ma yin gzhan las min 1 zhes sogs bkod pa 
yin zhes gsungs pas chos kyi bdag med sgrub pa'i rigs pa'i gtso bo ni 
mtha' bzhi'i skye ba 'gog pa'i rigs pa'o 1 (LN. pha. 107b6-108a3) 
訳〉 それ故に、もろもろの正理も二我(=人我、法我)を否定するものであ










たい。 (LR.pa. 454b6-458a2) 
19) rigs pas dpyad bzod mi bzod kyi don ni de kho na nyid la dpyod pa'i rigs 
pa des rnyed ma rnyed yin la …(LR. pa. 363b3-4) 
訳)I正理による考察に耐えるか否かj は、 「真実を考察するその正理によっ
て得られるか否かjを意味するが、...
20) gzugs la sogs pa'i skye 'gag rnams kyang tha snyad pa'i shes pa 'grub pa 
yin gyi de dag yod kyang rigs shes kyis mi 'grub pas des ma rnyed pas de 
dag ji ltar khegs te [/J dper na mig gi shes pas sgra ma rnyed kyang des 








う。 たとえば、 声は眼識によって得られないけれども、 それ (=眼識に
よって得られない〉 かみらといって、 [声が] 否定きれないのと毘様であ
る。〈下線筆者〉
21) de ltar dpyad pa rigs pa dri ma med pa'i brtag pa'i khur bzod pa mi ' 
byung bas de daf rigs pas ma rnyed pa na khegs par 'gyur te [/] de dag 








des na rng gi ngos nas bstaI ba yul steng du yod pa'i rang gi ngo bos 
yod pa rigs pas 'gog la yod pa tsam mi 'gog pa ni / rigs pa rnams rang 




いことは、 [W四百論紹註j (Ca紛争sataka一件a，略号 CSt)において]r正
理は自性を探ることに専念するものである。J と説かれているからである。
故に、
cf. CSt. D. ya. 201bl-4.参黒。
23) des na rang gi ngo bos grub pa'i rang bzhin med na gzhan ci zhig yod ces 
smra ba 'dis ni gdon mi za bar myu gu rang bzhin med pa dang myu gu 
med pa gnyis kyi khyad par ma phyed par gsal la de'i phyir myu gu yod 
pa dangm戸1(356a) gu rang gi ngo bos grub pa gnyis kyang mi phyed pas 
yod pa na rang gi ngo bos yod pa dang / rang gi ngo bos grub pa med na 
med par 'dod par gsal te / de ltar ma yin na rang gi ngo bos grub pa 'gog 
pa'i rigs pas yod tsam dang skye ba dang 'gag pa tsam sogs pa ci'i phyir' 














されている。 (LR.pa. 376b5-6) 
日言説知に広く知られているもの(= <(極成〉なもの) である。 (tha
snyad pa'i shes pa la grags pa yin pa) 
2)他の言説知 (=量〉 によって援なわれない。(jiltar grags pa'i don 
de la tha snyad pa'i tshad ma gzhan gyis gnod pa med pa) 
3)正理知によって損なわれない (de kho na nyid la'am rang bzhin 
yod med tshul bzhin du dpyod pa'i rigs pas gnod pa mi 'bab pa zhig) 
LRにおけるこの羅列的な条件づけに対して、 LNでツオンカパが示し
た《言説有〉の三条件は、 ツォンカパの論理的な意図がより明確に読み取
れる。 (LN.pha. 111bl-2) 
日正理知によっては得られない (rigs shes kyis ji ltar yod btsal bas 
mi rnyed) 
2)正理知という量によって損なわれない (rigs shes tshad ma kyis mi 
gi10d pa) 
3)他の言説量によっても援なわれない (註lasnyad pa'i tshad ma 
gzhan gang gis kyang mi gnod予a)
「正理知によっては得られないもの」には、仏教内外の実在論者等によっ
て措定される f正理によって否定される (=損なわれる) ものj とそれに
よって否定きれない「言説的なものjがある。それ故に、 まず前者から後
者を区別するために f正理知という量によって損なわれないj という条件






26) dir myu gu la sogs pa rang bzhin med pa de rigs shes kyis grub na mthar 
thug dpyod pa'i rigs pas dpyad bzod du 'gyur bar mthong nas kha cig 





による考察に訴えることとをるであろうJ と見る。 そして、 [その対論者
の中の]ある者は、 f真実[として]事物が存在しないこと (bden dngos 
med，二諸存在の無自性性) が、 真実として成立する (bden par grub 
pa) oJと語るのである。しかし、.
27) sngar myu gu la sogs pa bden par yod dam med btsa.l ba'i 'og tu bden 
med rigs shes kyis rnyed pas slar bden med bden par yod dam med btsal 
ba'i tshe bden med mi rnyed kyang de ma rnyed par mi 'gyur la / sngar 
myu gu la sogs pa mthar thug dpyod pa'i rigs pas dpyad bzod du yod med 
btsal ba'i tshe yang dpyad bzod ma rnyed la slar dpyad bzod (29a) du 
med pa de nyid dpyad bzod du yod med btsal ba'i tshe yang de nyid mi 
rnyed pas rigs shes kyis rnyed pa dang des dpyad bzod gnyis kyang mi 
mtshungs so / / (RG. ba. 28b5-29a1) 
27) ツオンカパにおけるこのような「自性の否定Jと「無自性の肯定jに関し
ては、拙稿 [1998Jを参照、されたい。
28) これに慢しては、 次の研究を参照されたい。 吉水 [1990J， [1991J， 
[1996J， Newland [1992J，並びに Tauscher[1995J. 
(暗号表〉
CSt: Bodhisattva-yogaciira-catuJ;sataka-fi走i，D. ed. dBu ma. vol. 8. 1978， 
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(reprint) 
PRP: Prasanna主adaMulamadhyamaka-vrtti， ed. by de la Vallee Poussin， 
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